
広報かでな

＼ 区別＼ �目標額 �実積額 �達成率 

東　区 �3㌧80㌔ �31．80d弓 �100　％ 

上　区 �20，600 �20．600 �IOO 

中　区 �19．000 �19，000 �tOO 

北　区 �25，000 �25．000 �100 

南　区 �26，400 �26．400 �100 

西　区 �22，600 �22．600 �100 

西浜区 �19，600 �19．690 �100．46 

屋島小 �32．090 �32，090 �100 

稟　小 �52．250 �52．250 �100 

稟　中 �43，000 �43．000 �100 

役　場 �45，060 �50，400 �lH．85 

計 �337，400 �342，830 �101．6 
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結
核
撲
滅
等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

結
核
予
防
シ
ー
ル
募
金

昭
和
丘
卜
四
年
度
、
結
柁
予
防
シ

ー
ル
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
　
訳

毎
年
絶
大
な
る
こ
協
力
を
う
H
、
あ

り
が
と
う
こ
き
い
ま
す
，

お
か
け
を
も
ち
ま
L
r
本
隼
度
の

張
食
運
勅
は
、
夫
的
印
・
．
叩
．
、
八

・
・
・
〇
日
二
〇
／
h
ハ
％
）
を
接
収
　
全

す
る
こ
と
が
ぐ
き
ま
し
た
」

郡
上
の
紙
相
撲
減
と
健
庚
保
持
の
　
募

た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑳
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

〇
　
二
日
卜
㌧
。
日
、
ハ
▼
r
嘉
手
納
．
二

八
番
地
ノ
囲
、
伸
し
小
根
正
成
群
へ

嘉
F
納
小
　
三
隼
）
　
よ
り
、
お
l
E

日
に
も
ら
っ
た
お
年
玉
、
丘
千
日

が
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
こ
寄
附

が
こ
き
い
ま
し
た
。

故
郷
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
…

知
人
・
友
人
に
広
報
を
送
り
ま
せ
ん
か

二
日
十
八
日
、
付
山
盛
信
氏
藍

綬
褒
章
受
章
祝
貨
会
の
剰
余
金
ヒ

二
、
二
．
〇
〇
一
日
」
が
、
発
起
人
代
表

よ
り
、
町
社
会
福
祉
協
譲
合
へ
こ

寄
附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

故
郷
を
遠
く
離
れ
て
、
県
外
〈
外

周
も
含
む
）
　
で
生
活
を
し
て
い
る
粟

族
、
知
人
、
友
人
に
、
ふ
る
さ
と
か

ら
の
便
り
広
報
「
か
で
な
」
を
送
っ

て
あ
げ
た
■
）
い
か
が
で
し
ょ
う
か
ゥ

ご
希
望
の
方
は
、
電
話
、
葉
点
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
住
所
、
氏
名
、

郵
便
番
号
、
間
柄
を
記
入
の
上
、
町

役
賜
、
企
画
経
済
謙
二
広
報
係
）
　
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



町 �長弘■ゲー �ト‘ �ポール場 �ガ �l � �しい 

「町民と票慧話↓合「

▲行政懇談会の趣旨説明をする吉浜町長

0　　　　　　0　　　　　　0　0　0　　　　　　0　　　0　　　0

昭利55年2月25日広報かでな

国民健康保険の
被保険者証を切り換えましょう．′

行
政
懇
談
会
は
、
去
る
一
月
二
十

一
日
よ
り
二
卜
九
円
ま
で
、
午
後
七

時
よ
り
、
農
協
ホ
ー
ル
、
各
区
公
民

館
に
お
い
て
、
各
区
ご
と
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
町
行
政
を
進
め

て
い
く
う
え
で
「
み
お
と
し
が
な
か

っ
た
か
」
　
「
今
、
町
民
は
何
を
求
め

て
い
る
か
」
を
、
町
良
と
町
民
が
直

に
膝
を
交
え
話
し
合
い
、
そ
し
て
、

町
行
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

懇
談
会
は
、
ま
ず
区
自
治
会
良
の

あ
い
さ
つ
、
助
役
に
よ
る
町
当
局
の

出
席
烏
の
紹
介
、
町
長
あ
い
さ
つ
、

そ
し
て
、
約
一
時
間
半
の
懇
談
と
な

り
ま
し
た
。

町
行
政
に
対
し
、
町
民
の
方
々
か

ら
、
次
の
よ
う
な
意
妃
、
要
望
等
が

目
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
磋
を
と
じ

ま
し
た
。

て
、
車
庫
証
明
の
駆
れ
る
駐
車
均

と
し
て
整
備
、
折
衝
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

○
　
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
児
童
生
徒
の

○
　
警
察
苫
前
共
同
就
中
塀
に
つ
い
　
○∩■

学
校
区
に
つ
い
て
、
行
政
区
単
位

の
学
校
行
事
（
運
動
会
、
そ
の
他

）
　
に
お
い
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の

児
童
生
徒
及
び
父
兄
が
棉
神
的
負

担
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
と
し
て

ど
う
対
処
し
て
い
く
か
。

教
育
委
8
会
の
中
型
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
は
乗
車
定
員
が
す
く
な
い

の
で
、
大
型
、
ハ
ス
を
購
入
し
て
も

ら
い
た
い
。

警
察
署
鹿
の
信
号
機
を
日
動
式

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

ね
た
っ
き
り
老
人
問
也
に
つ
い

て〔
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
目
に
つ

いて。墓
地
公
施
、
墓
地
用
地
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
は
ど
う
い
う
詔
両

を
も
っ
て
い
る
か
。

保
育
所
の
保
育
料
に
つ
い
て
。

中
央
公
民
館
の
開
放
に
つ
い
て

社
会
体
育
の
巾
で
、
各
ス
ボ
ー

ッ
グ
ラ
ブ
の
備
品
面
の
面
倒
を
み

て
も
ら
い
た
い
。

町
民
が
気
軽
に
利
而
で
き
る
、

体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
阜
く

作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

子
代
　
適
び
場
を
や
目
に
つ
く

ト
助
役
よ
り
当
局
側
の
紹
介

っ
て
も
ら
い
た
い
。

○
　
嬢
外
公
衆
便
所
の
設
置
l
こ
つ
い

O
　
雨
降
り
の
た
び
に
排
水
溝
が
つ

ま
る
が
、
何
と
か
を
ら
な
い
か
。

○
　
題
下
納
高
校
の
新
設
計
l
両
の
講

が
あ
る
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
っ

○
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
出
来
る
広
場

が
ほ
し
い
。

○
　
同
道
の
バ
ス
仲
に
持
ち
合
所
の

設
置
が
出
来
な
い
も
の
か
。

○
　
久
得
那
…
認
耕
作
地
で
の
キ
ビ
作

問
哩
に
つ
い
て
。

○
　
久
得
の
解
放
地
、
約
十
万
坪
の

土
地
利
用
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。



広報かでな昭和55年2月25日

○　　　○

こくほにゅうす 

－保険手帳がかわります－

現在、つかっているl転民健糖化険　峻は、4日lllよ

り使えなくなります

抑いけ帳（保険．証）への切り持えが必聾です：iH
l tlより町役糊、制　公1く館でirなし、ます

ト訓練生募集イ

県立具志川職業訓練校

U．いり思川職業訓練柏では、昭和55年度の職業訓練′1三

をド‖已により蝶仏しております．

昭和55年2日25日

0　　　0　0

広報かでな

く）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
ご
ぞ
ん
知
で
す
か

厚

　

生

　

課

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
の
い
な

い
家
庭
の
児
童
、
ま
た
は
父
親
が
身

体
障
害
や
長
期
病
気
中
の
宮
廃
で
、

児
童
の
母
親
、
ま
た
は
母
親
に
か
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
国
民
年
金
や

恩
給
、
ル
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
、
ま
た

は
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

人
に
は
女
給
さ
れ
ま
せ
ん
）

十
八
歳
未
満
へ
重
度
心
身
障
害
児

は
二
十
歳
未
満
）
　
の
者
で
つ
ぎ
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
は
女
給
対

象
と
な
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、
そ
の

児
童
が
児
童
収
容
施
設
等
に
入
所
し

て
い
る
と
き
は
支
給
さ
れ
を
い
）

支
給
対
象
児
童

○
　
両
親
が
離
婚
し
た
後
、
父
親
と

別
れ
て
生
活
し
て
い
る
児
童

○
　
父
親
が
死
亡
し
た
児
垣

○
　
父
親
が
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児

○
　
父
親
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
額

○
　
母
親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

特
別
児
童
扶
饗
手
当

障
害
児
を
監
護
す
る
両
親
ま
た
は

両
親
以
外
の
者
が
そ
の
障
宵
児
を
♯

育
す
る
と
き
は
、
そ
の
両
親
、
丈
は

そ
の
養
育
者
に
対
し
て
特
別
児
竜
扶

業
手
当
を
支
給
す
る
。

支
給
対
■
光
量

二
十
歳
未
満
で
法
に
宣
め
ら
れ
た

廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児
破
〓
児
童
自

身
が
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き

や
、
児
童
収
容
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
と
き
は
支
給
対
親
と
を
ら
を
い
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は

町
役
場
厚
≠
誹
へ
ど
う
そ

塁
童
■
T
ヽ
≡
巨
一
T
ヽ
≡
≡
一
一
＼
≡
≡
≡
．
主
≡
≒
＼
≡
藍
b
＼
害
≡
一
＼
≡
≡
一
声
＼
一

亜

父
親
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
蛮父
親
が
引
き
続
き
一
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
児
童

○
　
保
険
庇
の
受
収
り
に
は
、
印
鑑

が
必
要
で
す
。

○
　
呆
族
で
転
入
、
転
出
や
、
社
会

保
膜
に
入
っ
て
い
た
り
、
辞
め
た

り
し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
申
し

出
て
F
さ
い
。

○
　
保
険
税
の
未
納
分
は
、
保
険
卜

帳
の
切
り
か
え
の
と
き
に
納
め
て

ド
さ
い
。

○
　
資
格
証
明
代
目
に
つ
い
て

保
険
税
を
納
め
る
の
が
周
難
で
、

か
つ
、
伯
H
．
日
日
降
に
京
族
が

病
院
へ
通
う
場
合
は
、
住
民
課
帽

保
係
に
柑
通
し
て
F
さ
い
。
保
険

者
並
と
同
じ
効
力
の
　
「
蔦
梧
証
明

膏
」
を
発
行
し
ま
す
っ

所
得
税
の
申
告
書
は

必
ら
す
由
し
ま
し
よ
う

昭
利
丘
十
円
鹿
∴
日
か
ら
ト
㌧
一
日

ま
で
の
所
得
の
状
況
を
申
告
す
る
の

は
、
税
法
で
定
め
ら
れ
た
兼
務
で
す

所
得
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
1

油
の
状
況
を
記
入
し
堤
目
し
て
ド
さ

叶
日
中
上
目
吾
を
堤
川
し
な
か
っ
ハ

糊
へ
日
は
、
∵
冠
の
儀
華
に
も
と
つ
い

て
課
税
さ
れ
る
た
め
に
、
保
険
税
が

h
H
H
く
な
る
こ
と
が
あ
り
幸
で
す

中
生
＝
1
モ
日
の
記
入
に
つ
い
て
H
、
梢

躇
諸
窓
日
に
て
ご
相
談
ド
さ
い
r
l

記

馴
♯
徽
穐

○
璃
気
上
屯
由

○
自
動
車
整
備
科

○
建
設
機
械
鮭
僻
村

○
軽
印
刷
料

○
配
管
科

○
洋
裁
科

○
繕
押
事
務
料

○
和
文
タ
イ
プ
杓

応
募
方
法
帝
望
音
は
、
次
の
吾
類
を
本
柁

又
は
、
所
棺
の
公
比
ハ
職
業
安
定
所

に
提
出
し
て
F
さ
い
。

但
し
、
越
川
保
険
、
純
職
促
進

ト
．
1
号
に
関
係
あ
る
も
の
は
、
必

ず
公
比
ハ
職
業
安
定
所
に
提
出
し
、

詳
し
′
、
説
明
を
せ
け
て
ド
さ
い
。

∪
入
棺
願
再
二
本
校
及
び
各
公
比
ハ

職
業
安
定
所
に
準
備
）

○
健
憶
診
断
－
t
‥

○
出
身
校
の
調
査
八
　
二
即
規
学
年

詣
の
み
）

○
ほ
民
票
抄
本

0
写
貞
（
3
X
＝
m
）
二
葉

輌
書
璧
付
期
間

昭
和
丘
卜
五
年
一
月
二
十
一
日

か
ら
昭
和
五
十
丘
年
三
月
十
日
迄

♯
　
詳
細
に
つ
い
て
は

沖
縄
県
具
志
川
職
業
訓
練
校

城
詰
〇
九
八
九
七
三
－
丘
九
五
四

町
道
漬
地
の
買
上
げ
に
つ
い
て
。

町
史
の
編
纂
に
つ
い
て
計
画
が

あ
る
か
。
町
内
を
通
る
、
同
道
の
交
通
渋

滞
は
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

0000000000000

防
音
住
宅
の
ク
ー
ラ
ー
維
持
費

の
国
負
担
に
つ
い
て
。

防
犯
灯
の
白
熊
灯
か
ら
水
銀
灯

へ
の
切
替
え
に
つ
い
て
。

市
街
地
内
に
お
け
る
畜
舎
の
悪

臭
及
び
畜
舎
の
移
転
に
つ
い
て
。

失
業
対
零
問
題
に
つ
い
て
。

比
謝
川
の
汚
染
問
題
に
つ
い
て
。

町
花
、
町
木
、
街
路
樹
の
選
定

に
つ
い
て
。

基
地
よ
り
の
爆
音
に
つ
い
て
。

屋
良
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
画
に
つ
い
て
。

優
良
小
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
水

銀
灯
の
増
設
に
つ
い
て
。

町
外
の
無
認
可
保
育
園
等
に
保

育
さ
れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
。

幼
稚
園
の
二
年
制
教
育
に
つ
い

て
町
と
し
て
計
画
が
あ
る
か
。

野
犬
問
題
に
つ
い
て
、
薬
殺
は

出
来
な
い
も
の
か
。

水
釜
護
岸
の
改
柁
工
事
と
テ
ト

ラ
ポ
ノ
ト
の
設
置
計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

町
道
の
道
路
改
良
工
事
に
つ
い

て
は
、
歩
道
の
設
置
ま
で
や
っ
て

も
ら
い
た
い
。

○
　
建
設
、
土
木
工
事
に
つ
い
て
、

小
規
模
業
者
の
参
加
で
き
る
公
共

工
事
は
な
い
も
の
か
。

○
　
西
浜
区
へ
の
小
学
校
の
設
置
計

画
は
な
い
か
。

○
　
町
立
図
書
館
の
設
置
に
つ
い
て
。

○
　
町
道
諾
意
道
路
以
外
の
通
路
も

舗
装
工
事
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
　
下
水
道
の
接
続
工
事
に
と
も
な

う
工
事
費
の
負
担
区
分
に
つ
い
て
。

○
　
路
上
駐
車
の
間
増
に
つ
い
て
。

○
　
新
生
活
運
動
の
祝
儀
に
つ
い
て
。

外
、
多
数
の
ご
意
見
、
要
望
等
が

あ
り
ま
し
た
。

中
区
自
治
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
町
長
ち
ょ
っ
ぴ
り
テ

一
、
レ
て
ま
す
。

屋
島
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
決
ま
る

ー
　
　
当
選
証
書
と
委
嘱
状
を
交
付
　
　
－

去
る
、
一
月
十
八
日
、
中
央
公
民

館
会
濾
室
に
お
い
て
、
屋
良
地
区
土

地
区
画
整
理
蕃
議
会
委
員
選
挙
に
よ

り
無
投
票
当
選
し
た
選
出
番
目
と
委

嘱
に
よ
る
選
任
委
員
の
方
々
に
当
選

証
書
と
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

番
班
会
は
、
事
業
区
域
内
の
利
害

関
係
者
の
意
志
を
、
事
業
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
も
う
け
ら
れ
た
諮
問
機

関
で
、
選
出
委
員
八
名
と
選
任
香
臼

二
名
へ
学
識
絶
嫉
老
）
　
の
十
名
で
構

成
さ
れ
、
任
期
は
五
年
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
当
選
証
書
と
香
喝
状
の
交
付
式
の

後
、
第
一
回
の
会
膿
が
行
な
わ
れ
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
評
価
‖
選
任

に
つ
い
て
器
膿
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
方
々
が
、
優
良
L
地
区
廊
竪

堀
薔
班
会
香
H
と
評
価
H
に
決
ま
り

ま
し
た
。

屋
良
土
地
区
翠
玉
理
審
鴨
会
委
t

O
伊
波
　
剛
氏
　
（
土
地
所
有
者
）

字
優
良
　
　
ヒ
二

〇
伊
波
孫
一
氏
　
（
　
　
ク
　
　
）

沖
縄
市
贈
屈
　
六
三
ノ
三

〇
宮
城
清
郎
氏
　
へ
　
　
ク
　
　
）

7
盛
事
約
　
二
九
丘
ノ
一

〇
津
波
古
清
栄
氏
（
　
　
ク

字
屋
良
　
　
六
L
二

○
久
高
林
夷
氏

万
∴
俺
良

○
伊
波
真
一
氏

字
尾
良

○
当
山
政
恒
氏

下
座
良

○
比
嘉
健
催
氏

小
．
ナ
轟
手
柄

○
兼
村
憲
昌
氏

宰
嘉
手
納

○
福
地
裕
幸
氏

7
水
釜

評
　
価
　
A

O
亮
璧
表
音
氏

字
着
手
納

〇
校
堂
忠
仁
氏

宰
高
手
納

○
仲
宗
根
正
幸
氏

宰
嘉
手
納

○
宮
城
蓬
栄
氏

7
優
良

○
津
義
山
正
弘
氏

7
嘉
手
納

（　　　ク六
ヒ
八
ノ
丘

（　　　ケ七
九（借

地
偵
音
）

六
四
四
ノ
」

へ
　
　
ク
　
　
）

一
円
＝
一
ノ

二
下
溝
経
験
者
）

丘
一
一
四

へ

　

　

ク

　

　

）

一
四
八
ノ
一

二
止

二
二
ノ
ー

二
二
四
ノ
八

一
〇
ヒ

二
七
二

ト
屋
島
土
地
区
画
整
理
書
♯

完
成
予
想
模
型
に
見
入
る

該
当
地
区
内
の
方
々

（
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
の

住
民
説
明
会
）
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▲4年生による紅白勇み大鼓の演技

「
民
俗
資
料
室
」
と
「
ト
レ
I
二
ン
グ
室
」
ォ
ー
プ
ン

中
央
公
民
館
頼
璃
鴇
打
．
封
u

町
教
育
委
u
会
で
は
、
「
民
俗
資

料
室
」
と
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
」
の

施
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
程
完
成
し
、
去
る
一
円
十

l
叫
H
、
町
長
・
議
会
濾
良
・
教
育
委

日
長
の
テ
ー
プ
カ
リ
ト
に
よ
り
オ
ー

プ
ン
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

両
施
設
と
も
中
央
公
民
由
内
に
設

置
さ
れ
、
比
俗
資
料
室
は
大
ホ
ー
ル

の
F
折
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
地

ド
駐
車
脇
の
一
角
を
利
用
し
、
つ
く

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

民
俗
資
料
室
は
、
私
た
ち
の
祖
先

が
「
暮
し
の
智
点
」
「
乍
溝
の
工
夫
」

と
し
て
あ
み
出
し
た
、
F
づ
く
り
の

生
活
用
具
を
汁
重
な
文
化
適
確
と
ー

て
保
存
し
後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
・
）

も
の
で
す
。

資
料
室
に
は
、
町
内
の
各
家
庭
に

あ
る
民
J
l
ハ
、
民
芸
‖
仰
等
を
寄
慨
し
て

い
た
だ
い
た
一
八
丘
点
が
．
骨
に
展

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
立
派
を
矯
料

室
は
出
来
た
も
の
の
、
肝
腎
な
展
－
小

物
が
ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
便
目
し
て
な
い
生
活
用
は
ハ

民
典
、
民
芸
品
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

我
町
の
文
化
遺
産
と
し
て
資
料
室
に

ご
寄
贈
ド
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
情

報
化
の
時
代
、
車
社
会
の
中
で
運
動

不
足
と
栄
養
過
多
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

に
在
り
が
ち
な
、
二
一
十
歳
目
上
の
年

齢
層
を
対
象
と
し
た
い
ろ
い
ろ
な
憾

嫌
器
具
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
し

室
内
に
は
、
胸
筋
ム
日
、
ツ
イ
ス
ト

マ

シ

ン

、

ベ

ル

ト

パ

イ

プ

レ

タ

ー

な

と
巨
細
柏
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
等

が
設
招
さ
れ
て
お
り
ま
す
っ

利
用
時
周
は
、
平
日
は
下
前
九
時

よ
り
半
綬
八
時
ま
で
、
上
欄
日
は
下

前
小
と
な
っ
て
わ
り
ま
す
」

尚
、
別
目
さ
れ
る
と
き
は
、
教
習

春
日
会
へ
連
絡
し
て
ド
さ
∵
　
シ
ャ

ワ
ー
宅
も
完
備
し
て
お
り
ま
す
。

’
智

ト
美
容
と
健
鷹
の
た
め
…

室
内
に
は
一
八
五
点
の
民
芸
品
が
展
示

一
〝
展
示
品
に
見
入
る
与
那
覇
議
長
．
1

確
走
中
吉
は

も
う
お
す
み
で

し
ょ
う
か
、
昭

和
丘
十
両
年
度

の
確
定
申
㍑
期

限
は
、
．
．
〓
－

正
目
ま
で
と
・
写

っ
て
わ
り
ヰ
T
I

期
限
闘
際
∵

な
り
ま
十
と

梢
務
所
の
窓
日

は
大
要
」
．
皿
椎
－

落
ち
つ
い
て
相

談
で
き
な
く
な

る
ば
か
り
力

長
い
時
間
待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
円
に
確
定
申

告
を
す
ま
せ
て
F
さ
い
。

ま
た
、
期
限
を
す
ぎ
て
か
ら
確
走

申
㍗
を
を
さ
い
ま
す
と
、
加
算
税
が

加
算
さ
れ
大
変
不
利
に
な
り
ま
㌻
の

で
こ
注
意
F
さ
い
∩

確
定
申
告
で
次
の
方
々
に
は

税
金
が
も
ど
り
ま
す

○
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
権
藤

へ
災
書
や
盗
雉
に
あ
っ
た
と
き
）

l
笑
塘
曹
控
除
【
正
万
円
以
仁
の
医

療
理
を
支
払
っ
た
と
き
）
住
宅
塀

H
控
除
二
踊
し
く
マ
ィ
ホ
ー
ム
を

建
て
た
か
、
購
入
し
た
と
き
）
　
な

ど
が
せ
け
る
二
と
の
で
き
る
人
。

0
　
去
年
の
中
途
で
退
職
し
　
そ
の

後
、
直
弼
臓
し
な
か
っ
た
た
め
に

年
末
凋
蛎
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

つ
　
別
卜
所
H
や
裾
宣
」
叩
得
、
原
稿

料
な
と
の
収
入
が
あ
る
人
で
昭
抑

止
十
川
毎
の
所
日
が
少
な
い
八
。

0
．
㌢
h
叱
納
税
二
～
二
期
分
）
を

し
て
い
る
人
で
、
確
定
申
告
を
し

な
′
、
て
ち
ょ
い
こ
と
に
な
っ
た
人
・

※
　
詳
卿
に
つ
い
て
は

沖
縄
税
紹
所

用
誹
〇
九
八
九
．
．
．
八
1
0
0
．
．
．
．

税
務
川
誠
実
（
分
室
）

凋
誹
　
〇
九
・
八
九
三
八
－
二
丘
八

代

目

特
例
保
険
料
納
付
に

厚
生
資
金
の
活
用
を

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

特
例
保
険
料
の
納
付
㈹
憮
な
人
に
つ

い
て
、
特
に
低
所
得
音
を
対
象
に
各

市
町
村
社
会
福
祉
仏
議
会
を
窓
日
と

し
て
、
世
帯
更
生
賃
金
の
ほ
し
付
け

を
行
っ
r
い
ま
す
■
。

ほ
し
付
け
魚
価
豆
、
納
め
る
へ
き

特
例
保
険
料
の
半
価
以
内
で
日
加
・
‖
…
鮒

は
二
卜
丘
げ
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

刷
ト
も
隼
：
パ
ー
セ
ン
ト
の
低
利
で

亘
笹
川
両
の
償
還
と
な
っ
て
お
り
ま

か
ん
ち
が
い
し
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
′
．

用
尺
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
′
、

て
も
、
し
い
歳
に
な
れ
は
老
齢
如
址

年
金
が
も
ら
え
る
と
…
い
っ
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
、
J
も
し
、
そ
う
い
う

人
が
わ
れ
は
そ
れ
は
大
変
今
王
ら
か

い
で
す
U
　
を
齢
福
祉
隼
令
が
も
ら
え

る
八
は
、
川
民
年
金
制
度
が
で
き
た

時
に
、
す
で
に
高
年
齢
の
た
め
同
比

咋
′
笹
に
仙
人
す
る
こ
と
か
で
き
な
か

っ
た
明
治
川
上
川
隼
四
日
．
〓
目
前

に
生
れ
た
人
で
寸

安
心
で
さ
る
老
後
を

迎
え
る
た
め
に
は

川
民
年
金
制
度
は
、
貼
艮
乍
体
の

理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
決
し
て
．
た

り
あ
る
制
度
と
は
な
り
ま
せ
ん
　
ま

た
、
県
民
が
等
し
／
、
豊
か
で
安
心
し

て
老
練
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
沖

縄
県
に
す
る
に
は
、
県
民
乍
作
の
真

作
で
も
あ
り
圭
子
・
そ
の
た
め
に
は

け
来
㌍
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
斗
∵
左

い
人
適
を
、
払
渡
は
決
し
て
た
し
ぐ

は
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
制
度
は
、
老
後
の
牛
溝
零
し
厄

の
た
め
欠
′
＼
こ
と
の
で
き
な
い
削
座

で
す
。
も
し
あ
な
た
の
周
l
周
に
将
来

年
金
を
宣
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

…
心
わ
れ
る
人
が
わ
れ
は
、
あ
な
た
か

ら
も
是
非
咋
金
の
巾
要
件
を
教
え
て

あ
け
て
く
だ
さ
い
リ

あ
な
た
の
年
金
は

大
丈
夫
で
す
か
〃
‥

と
こ
ろ
ぐ
、
あ
八
㌧
た
や
あ
キ
七
の

東
條
は
年
金
制
座
に
仙
人
し
′
＼
い
圭

」
か
‥
ケ
や
城
が
同
比
竹
串
散
の
時

代
で
あ
り
、
す
べ
て
の
川
艮
鳥
目
■
ト

か
の
隼
令
嗣
座
に
加
入
す
る
こ
と
か

兼
務
つ
け
■
h
れ
て
い
ヰ
で
寸
■

川
艮
年
余
は
、
他
の
拝
金
制
度
に

仙
人
し
こ
い
な
い
へ
レ
一
そ
の
宜
朕
や
、

満
．
．
卜
蔵
か
ら
住
い
九
歳
土
で
の
人

が
加
入
ナ
云
制
座
で
寸
が
、
も
し

あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
東
條
で
川
尺

年
金
に
当
胱
＝
仙
人
し
な
け
れ
ば
八
せ
り

な
い
の
に
仙
人
し
て
い
な
い
場
人
目
や
、

加
入
し
て
い
で
も
保
険
川
を
納
め
て

な
い
場
へ
日
、
こ
の
よ
う
々
入
棺
－
は
、

l
寺
来
年
金
を
宣
け
る
こ
と
が
で
き
す

≠
不
安
か
つ
き
ま
と
い
ま
す

し
か
も
用
尺
咋
金
だ
け
で
存
J
、
、

目
前
に
厚
生
年
金
や
比
ハ
清
純
人
日
々
と

に
仙
人
し
、
保
険
料
を
納
め
た
期
日
。
。

が
あ
れ
ば
、
せ
っ
か
′
、
の
保
険
料
も

掛
け
捨
て
に
な
り
、
た
い
へ
ん
封
l
を

す
る
場
人
目
が
あ
り
ま
す

ま
た
、
川
民
年
金
に
つ
い
て
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
、
お
ヰ
ね
し
た
い

こ
と
が
あ
れ
は
何
で
も
結
構
で
す
。

お
‥
武
軽
に
コ
ザ
社
会
條
検
車
務
所

か
町
役
場
周
民
年
金
係
に
ご
相
識
く

だ
さ
い
。

嘉
卜
納
町
P
T
A

沌
天
■
1
分
　
｛
会
長
佐
久

川
雀
卓
氏
一
で
は
、

去
る
▲
〓
一
．
卜
九
日
、

町
中
嗅
公
民
締
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
「
紺
葎

代
‥
き
初
め
展
」
か
聞

か
れ
ま
し
た

こ
れ
は
、
児
童
隼

徒
の
情
操
を
呵
圧
か
「
L

L
よ
ー
′
ト
一
い
ぅ
力
か

ね
ら
い
て
町
内
の
小

・
中
．
‥
．
い
校
≠
徒
の
作

目
…
．
▲
百
丘
卜
．
．
点
が

ー
堂
に
低
め
ら
れ
催

さ
れ
ま
し
た
■

ト
力
作
ぞ
ろ
い
が
い
っ
ぱ
い

す
ぼ
ら
し
い
演
技
を
披
露

－
　
嘉
手
納
小
学
芸
会
　
－

お
手
納
小
．
‥
十
校
（
柁
艮

池
場
吉
助
）
　
で
は
、
去
る

．
．
日
．
．
．
日
、
昭
和
江
上
両

年
度
の
ナ
芸
会
が
父
兄
多

数
を
迎
え
華
や
か
に
催
さ

れ
圭
し
た
。

棟
ム
日
で
は
、
ダ
ン
ス
、

人
目
奏
、
舞
踊
側
、
郷
と
倒

与
と
多
数
が
推
露
さ
れ
、

載
「
の
満
指
に
妃
入
っ
て

い
ま
し
た
。
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中
央
公
民
館
頼
璃
鴇
打
．
封
u

町
教
育
委
u
会
で
は
、
「
民
俗
資

料
室
」
と
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
」
の

施
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
程
完
成
し
、
去
る
一
円
十

l
叫
H
、
町
長
・
議
会
濾
良
・
教
育
委

日
長
の
テ
ー
プ
カ
リ
ト
に
よ
り
オ
ー

プ
ン
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

両
施
設
と
も
中
央
公
民
由
内
に
設

置
さ
れ
、
比
俗
資
料
室
は
大
ホ
ー
ル

の
F
折
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
地

ド
駐
車
脇
の
一
角
を
利
用
し
、
つ
く

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

民
俗
資
料
室
は
、
私
た
ち
の
祖
先

が
「
暮
し
の
智
点
」
「
乍
溝
の
工
夫
」

と
し
て
あ
み
出
し
た
、
F
づ
く
り
の

生
活
用
具
を
汁
重
な
文
化
適
確
と
ー

て
保
存
し
後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
・
）

も
の
で
す
。

資
料
室
に
は
、
町
内
の
各
家
庭
に

あ
る
民
J
l
ハ
、
民
芸
‖
仰
等
を
寄
慨
し
て

い
た
だ
い
た
一
八
丘
点
が
．
骨
に
展

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
立
派
を
矯
料

室
は
出
来
た
も
の
の
、
肝
腎
な
展
－
小

物
が
ま
だ
ま
だ
不
充
分
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
便
目
し
て
な
い
生
活
用
は
ハ

民
典
、
民
芸
品
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

我
町
の
文
化
遺
産
と
し
て
資
料
室
に

ご
寄
贈
ド
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
情

報
化
の
時
代
、
車
社
会
の
中
で
運
動

不
足
と
栄
養
過
多
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

に
在
り
が
ち
な
、
二
一
十
歳
目
上
の
年

齢
層
を
対
象
と
し
た
い
ろ
い
ろ
な
憾

嫌
器
具
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
し

室
内
に
は
、
胸
筋
ム
日
、
ツ
イ
ス
ト

マ

シ

ン

、

ベ

ル

ト

パ

イ

プ

レ

タ

ー

な

と
巨
細
柏
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
等

が
設
招
さ
れ
て
お
り
ま
す
っ

利
用
時
周
は
、
平
日
は
下
前
九
時

よ
り
半
綬
八
時
ま
で
、
上
欄
日
は
下

前
小
と
な
っ
て
わ
り
ま
す
」

尚
、
別
目
さ
れ
る
と
き
は
、
教
習

春
日
会
へ
連
絡
し
て
ド
さ
∵
　
シ
ャ

ワ
ー
宅
も
完
備
し
て
お
り
ま
す
。

’
智

ト
美
容
と
健
鷹
の
た
め
…

室
内
に
は
一
八
五
点
の
民
芸
品
が
展
示

一
〝
展
示
品
に
見
入
る
与
那
覇
議
長
．
1

確
走
中
吉
は

も
う
お
す
み
で

し
ょ
う
か
、
昭

和
丘
十
両
年
度

の
確
定
申
㍑
期

限
は
、
．
．
〓
－

正
目
ま
で
と
・
写

っ
て
わ
り
ヰ
T
I

期
限
闘
際
∵

な
り
ま
十
と

梢
務
所
の
窓
日

は
大
要
」
．
皿
椎
－

落
ち
つ
い
て
相

談
で
き
な
く
な

る
ば
か
り
力

長
い
時
間
待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
円
に
確
定
申

告
を
す
ま
せ
て
F
さ
い
。

ま
た
、
期
限
を
す
ぎ
て
か
ら
確
走

申
㍗
を
を
さ
い
ま
す
と
、
加
算
税
が

加
算
さ
れ
大
変
不
利
に
な
り
ま
㌻
の

で
こ
注
意
F
さ
い
∩

確
定
申
告
で
次
の
方
々
に
は

税
金
が
も
ど
り
ま
す

○
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
権
藤

へ
災
書
や
盗
雉
に
あ
っ
た
と
き
）

l
笑
塘
曹
控
除
【
正
万
円
以
仁
の
医

療
理
を
支
払
っ
た
と
き
）
住
宅
塀

H
控
除
二
踊
し
く
マ
ィ
ホ
ー
ム
を

建
て
た
か
、
購
入
し
た
と
き
）
　
な

ど
が
せ
け
る
二
と
の
で
き
る
人
。

0
　
去
年
の
中
途
で
退
職
し
　
そ
の

後
、
直
弼
臓
し
な
か
っ
た
た
め
に

年
末
凋
蛎
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

つ
　
別
卜
所
H
や
裾
宣
」
叩
得
、
原
稿

料
な
と
の
収
入
が
あ
る
人
で
昭
抑

止
十
川
毎
の
所
日
が
少
な
い
八
。

0
．
㌢
h
叱
納
税
二
～
二
期
分
）
を

し
て
い
る
人
で
、
確
定
申
告
を
し

な
′
、
て
ち
ょ
い
こ
と
に
な
っ
た
人
・

※
　
詳
卿
に
つ
い
て
は

沖
縄
税
紹
所

用
誹
〇
九
八
九
．
．
．
八
1
0
0
．
．
．
．

税
務
川
誠
実
（
分
室
）

凋
誹
　
〇
九
・
八
九
三
八
－
二
丘
八

代

目

特
例
保
険
料
納
付
に

厚
生
資
金
の
活
用
を

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

特
例
保
険
料
の
納
付
㈹
憮
な
人
に
つ

い
て
、
特
に
低
所
得
音
を
対
象
に
各

市
町
村
社
会
福
祉
仏
議
会
を
窓
日
と

し
て
、
世
帯
更
生
賃
金
の
ほ
し
付
け

を
行
っ
r
い
ま
す
■
。

ほ
し
付
け
魚
価
豆
、
納
め
る
へ
き

特
例
保
険
料
の
半
価
以
内
で
日
加
・
‖
…
鮒

は
二
卜
丘
げ
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り

刷
ト
も
隼
：
パ
ー
セ
ン
ト
の
低
利
で

亘
笹
川
両
の
償
還
と
な
っ
て
お
り
ま

か
ん
ち
が
い
し
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
′
．

用
尺
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
′
、

て
も
、
し
い
歳
に
な
れ
は
老
齢
如
址

年
金
が
も
ら
え
る
と
…
い
っ
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
、
J
も
し
、
そ
う
い
う

人
が
わ
れ
は
そ
れ
は
大
変
今
王
ら
か

い
で
す
U
　
を
齢
福
祉
隼
令
が
も
ら
え

る
八
は
、
川
民
年
金
制
度
が
で
き
た

時
に
、
す
で
に
高
年
齢
の
た
め
同
比

咋
′
笹
に
仙
人
す
る
こ
と
か
で
き
な
か

っ
た
明
治
川
上
川
隼
四
日
．
〓
目
前

に
生
れ
た
人
で
寸

安
心
で
さ
る
老
後
を

迎
え
る
た
め
に
は

川
民
年
金
制
度
は
、
貼
艮
乍
体
の

理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
決
し
て
．
た

り
あ
る
制
度
と
は
な
り
ま
せ
ん
　
ま

た
、
県
民
が
等
し
／
、
豊
か
で
安
心
し

て
老
練
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
沖

縄
県
に
す
る
に
は
、
県
民
乍
作
の
真

作
で
も
あ
り
圭
子
・
そ
の
た
め
に
は

け
来
㌍
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
斗
∵
左

い
人
適
を
、
払
渡
は
決
し
て
た
し
ぐ

は
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
制
度
は
、
老
後
の
牛
溝
零
し
厄

の
た
め
欠
′
＼
こ
と
の
で
き
な
い
削
座

で
す
。
も
し
あ
な
た
の
周
l
周
に
将
来

年
金
を
宣
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

…
心
わ
れ
る
人
が
わ
れ
は
、
あ
な
た
か

ら
も
是
非
咋
金
の
巾
要
件
を
教
え
て

あ
け
て
く
だ
さ
い
リ

あ
な
た
の
年
金
は

大
丈
夫
で
す
か
〃
‥

と
こ
ろ
ぐ
、
あ
八
㌧
た
や
あ
キ
七
の

東
條
は
年
金
制
座
に
仙
人
し
′
＼
い
圭

」
か
‥
ケ
や
城
が
同
比
竹
串
散
の
時

代
で
あ
り
、
す
べ
て
の
川
艮
鳥
目
■
ト

か
の
隼
令
嗣
座
に
加
入
す
る
こ
と
か

兼
務
つ
け
■
h
れ
て
い
ヰ
で
寸
■

川
艮
年
余
は
、
他
の
拝
金
制
度
に

仙
人
し
こ
い
な
い
へ
レ
一
そ
の
宜
朕
や
、

満
．
．
卜
蔵
か
ら
住
い
九
歳
土
で
の
人

が
加
入
ナ
云
制
座
で
寸
が
、
も
し

あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
東
條
で
川
尺

年
金
に
当
胱
＝
仙
人
し
な
け
れ
ば
八
せ
り

な
い
の
に
仙
人
し
て
い
な
い
場
人
目
や
、

加
入
し
て
い
で
も
保
険
川
を
納
め
て

な
い
場
へ
日
、
こ
の
よ
う
々
入
棺
－
は
、

l
寺
来
年
金
を
宣
け
る
こ
と
が
で
き
す

≠
不
安
か
つ
き
ま
と
い
ま
す

し
か
も
用
尺
咋
金
だ
け
で
存
J
、
、

目
前
に
厚
生
年
金
や
比
ハ
清
純
人
日
々
と

に
仙
人
し
、
保
険
料
を
納
め
た
期
日
。
。

が
あ
れ
ば
、
せ
っ
か
′
、
の
保
険
料
も

掛
け
捨
て
に
な
り
、
た
い
へ
ん
封
l
を

す
る
場
人
目
が
あ
り
ま
す

ま
た
、
川
民
年
金
に
つ
い
て
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
や
、
お
ヰ
ね
し
た
い

こ
と
が
あ
れ
は
何
で
も
結
構
で
す
。

お
‥
武
軽
に
コ
ザ
社
会
條
検
車
務
所

か
町
役
場
周
民
年
金
係
に
ご
相
識
く

だ
さ
い
。

嘉
卜
納
町
P
T
A

沌
天
■
1
分
　
｛
会
長
佐
久

川
雀
卓
氏
一
で
は
、

去
る
▲
〓
一
．
卜
九
日
、

町
中
嗅
公
民
締
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
「
紺
葎

代
‥
き
初
め
展
」
か
聞

か
れ
ま
し
た

こ
れ
は
、
児
童
隼

徒
の
情
操
を
呵
圧
か
「
L

L
よ
ー
′
ト
一
い
ぅ
力
か

ね
ら
い
て
町
内
の
小

・
中
．
‥
．
い
校
≠
徒
の
作

目
…
．
▲
百
丘
卜
．
．
点
が

ー
堂
に
低
め
ら
れ
催

さ
れ
ま
し
た
■

ト
力
作
ぞ
ろ
い
が
い
っ
ぱ
い

す
ぼ
ら
し
い
演
技
を
披
露

－
　
嘉
手
納
小
学
芸
会
　
－

お
手
納
小
．
‥
十
校
（
柁
艮

池
場
吉
助
）
　
で
は
、
去
る

．
．
日
．
．
．
日
、
昭
和
江
上
両

年
度
の
ナ
芸
会
が
父
兄
多

数
を
迎
え
華
や
か
に
催
さ

れ
圭
し
た
。

棟
ム
日
で
は
、
ダ
ン
ス
、

人
目
奏
、
舞
踊
側
、
郷
と
倒

与
と
多
数
が
推
露
さ
れ
、

載
「
の
満
指
に
妃
入
っ
て

い
ま
し
た
。



広報かでな昭和55年2月25日

○　　　○

こくほにゅうす 

－保険手帳がかわります－

現在、つかっているl転民健糖化険　峻は、4日lllよ

り使えなくなります

抑いけ帳（保険．証）への切り持えが必聾です：iH
l tlより町役糊、制　公1く館でirなし、ます

ト訓練生募集イ

県立具志川職業訓練校

U．いり思川職業訓練柏では、昭和55年度の職業訓練′1三

をド‖已により蝶仏しております．

昭和55年2日25日

0　　　0　0

広報かでな

く）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
ご
ぞ
ん
知
で
す
か

厚

　

生

　

課

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
の
い
な

い
家
庭
の
児
童
、
ま
た
は
父
親
が
身

体
障
害
や
長
期
病
気
中
の
宮
廃
で
、

児
童
の
母
親
、
ま
た
は
母
親
に
か
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
国
民
年
金
や

恩
給
、
ル
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
、
ま
た

は
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

人
に
は
女
給
さ
れ
ま
せ
ん
）

十
八
歳
未
満
へ
重
度
心
身
障
害
児

は
二
十
歳
未
満
）
　
の
者
で
つ
ぎ
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
は
女
給
対

象
と
な
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、
そ
の

児
童
が
児
童
収
容
施
設
等
に
入
所
し

て
い
る
と
き
は
支
給
さ
れ
を
い
）

支
給
対
象
児
童

○
　
両
親
が
離
婚
し
た
後
、
父
親
と

別
れ
て
生
活
し
て
い
る
児
童

○
　
父
親
が
死
亡
し
た
児
垣

○
　
父
親
が
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児

○
　
父
親
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
額

○
　
母
親
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童

特
別
児
童
扶
饗
手
当

障
害
児
を
監
護
す
る
両
親
ま
た
は

両
親
以
外
の
者
が
そ
の
障
宵
児
を
♯

育
す
る
と
き
は
、
そ
の
両
親
、
丈
は

そ
の
養
育
者
に
対
し
て
特
別
児
竜
扶

業
手
当
を
支
給
す
る
。

支
給
対
■
光
量

二
十
歳
未
満
で
法
に
宣
め
ら
れ
た

廃
疾
の
状
態
に
あ
る
児
破
〓
児
童
自

身
が
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き

や
、
児
童
収
容
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
と
き
は
支
給
対
親
と
を
ら
を
い
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は

町
役
場
厚
≠
誹
へ
ど
う
そ

塁
童
■
T
ヽ
≡
巨
一
T
ヽ
≡
≡
一
一
＼
≡
≡
≡
．
主
≡
≒
＼
≡
藍
b
＼
害
≡
一
＼
≡
≡
一
声
＼
一

亜

父
親
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
蛮父
親
が
引
き
続
き
一
年
以
上
遺

棄
し
て
い
る
児
童

○
　
保
険
庇
の
受
収
り
に
は
、
印
鑑

が
必
要
で
す
。

○
　
呆
族
で
転
入
、
転
出
や
、
社
会

保
膜
に
入
っ
て
い
た
り
、
辞
め
た

り
し
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
申
し

出
て
F
さ
い
。

○
　
保
険
税
の
未
納
分
は
、
保
険
卜

帳
の
切
り
か
え
の
と
き
に
納
め
て

ド
さ
い
。

○
　
資
格
証
明
代
目
に
つ
い
て

保
険
税
を
納
め
る
の
が
周
難
で
、

か
つ
、
伯
H
．
日
日
降
に
京
族
が

病
院
へ
通
う
場
合
は
、
住
民
課
帽

保
係
に
柑
通
し
て
F
さ
い
。
保
険

者
並
と
同
じ
効
力
の
　
「
蔦
梧
証
明

膏
」
を
発
行
し
ま
す
っ

所
得
税
の
申
告
書
は

必
ら
す
由
し
ま
し
よ
う

昭
利
丘
十
円
鹿
∴
日
か
ら
ト
㌧
一
日

ま
で
の
所
得
の
状
況
を
申
告
す
る
の

は
、
税
法
で
定
め
ら
れ
た
兼
務
で
す

所
得
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
1

油
の
状
況
を
記
入
し
堤
目
し
て
ド
さ

叶
日
中
上
目
吾
を
堤
川
し
な
か
っ
ハ

糊
へ
日
は
、
∵
冠
の
儀
華
に
も
と
つ
い

て
課
税
さ
れ
る
た
め
に
、
保
険
税
が

h
H
H
く
な
る
こ
と
が
あ
り
幸
で
す

中
生
＝
1
モ
日
の
記
入
に
つ
い
て
H
、
梢

躇
諸
窓
日
に
て
ご
相
談
ド
さ
い
r
l

記

馴
♯
徽
穐

○
璃
気
上
屯
由

○
自
動
車
整
備
科

○
建
設
機
械
鮭
僻
村

○
軽
印
刷
料

○
配
管
科

○
洋
裁
科

○
繕
押
事
務
料

○
和
文
タ
イ
プ
杓

応
募
方
法
帝
望
音
は
、
次
の
吾
類
を
本
柁

又
は
、
所
棺
の
公
比
ハ
職
業
安
定
所

に
提
出
し
て
F
さ
い
。

但
し
、
越
川
保
険
、
純
職
促
進

ト
．
1
号
に
関
係
あ
る
も
の
は
、
必

ず
公
比
ハ
職
業
安
定
所
に
提
出
し
、

詳
し
′
、
説
明
を
せ
け
て
ド
さ
い
。

∪
入
棺
願
再
二
本
校
及
び
各
公
比
ハ

職
業
安
定
所
に
準
備
）

○
健
憶
診
断
－
t
‥

○
出
身
校
の
調
査
八
　
二
即
規
学
年

詣
の
み
）

○
ほ
民
票
抄
本

0
写
貞
（
3
X
＝
m
）
二
葉

輌
書
璧
付
期
間

昭
和
丘
卜
五
年
一
月
二
十
一
日

か
ら
昭
和
五
十
丘
年
三
月
十
日
迄

♯
　
詳
細
に
つ
い
て
は

沖
縄
県
具
志
川
職
業
訓
練
校

城
詰
〇
九
八
九
七
三
－
丘
九
五
四

町
道
漬
地
の
買
上
げ
に
つ
い
て
。

町
史
の
編
纂
に
つ
い
て
計
画
が

あ
る
か
。
町
内
を
通
る
、
同
道
の
交
通
渋

滞
は
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

0000000000000

防
音
住
宅
の
ク
ー
ラ
ー
維
持
費

の
国
負
担
に
つ
い
て
。

防
犯
灯
の
白
熊
灯
か
ら
水
銀
灯

へ
の
切
替
え
に
つ
い
て
。

市
街
地
内
に
お
け
る
畜
舎
の
悪

臭
及
び
畜
舎
の
移
転
に
つ
い
て
。

失
業
対
零
問
題
に
つ
い
て
。

比
謝
川
の
汚
染
問
題
に
つ
い
て
。

町
花
、
町
木
、
街
路
樹
の
選
定

に
つ
い
て
。

基
地
よ
り
の
爆
音
に
つ
い
て
。

屋
良
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
画
に
つ
い
て
。

優
良
小
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
水

銀
灯
の
増
設
に
つ
い
て
。

町
外
の
無
認
可
保
育
園
等
に
保

育
さ
れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
。

幼
稚
園
の
二
年
制
教
育
に
つ
い

て
町
と
し
て
計
画
が
あ
る
か
。

野
犬
問
題
に
つ
い
て
、
薬
殺
は

出
来
な
い
も
の
か
。

水
釜
護
岸
の
改
柁
工
事
と
テ
ト

ラ
ポ
ノ
ト
の
設
置
計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

町
道
の
道
路
改
良
工
事
に
つ
い

て
は
、
歩
道
の
設
置
ま
で
や
っ
て

も
ら
い
た
い
。

○
　
建
設
、
土
木
工
事
に
つ
い
て
、

小
規
模
業
者
の
参
加
で
き
る
公
共

工
事
は
な
い
も
の
か
。

○
　
西
浜
区
へ
の
小
学
校
の
設
置
計

画
は
な
い
か
。

○
　
町
立
図
書
館
の
設
置
に
つ
い
て
。

○
　
町
道
諾
意
道
路
以
外
の
通
路
も

舗
装
工
事
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
　
下
水
道
の
接
続
工
事
に
と
も
な

う
工
事
費
の
負
担
区
分
に
つ
い
て
。

○
　
路
上
駐
車
の
間
増
に
つ
い
て
。

○
　
新
生
活
運
動
の
祝
儀
に
つ
い
て
。

外
、
多
数
の
ご
意
見
、
要
望
等
が

あ
り
ま
し
た
。

中
区
自
治
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
町
長
ち
ょ
っ
ぴ
り
テ

一
、
レ
て
ま
す
。

屋
島
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
決
ま
る

ー
　
　
当
選
証
書
と
委
嘱
状
を
交
付
　
　
－

去
る
、
一
月
十
八
日
、
中
央
公
民

館
会
濾
室
に
お
い
て
、
屋
良
地
区
土

地
区
画
整
理
蕃
議
会
委
員
選
挙
に
よ

り
無
投
票
当
選
し
た
選
出
番
目
と
委

嘱
に
よ
る
選
任
委
員
の
方
々
に
当
選

証
書
と
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

番
班
会
は
、
事
業
区
域
内
の
利
害

関
係
者
の
意
志
を
、
事
業
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
も
う
け
ら
れ
た
諮
問
機

関
で
、
選
出
委
員
八
名
と
選
任
香
臼

二
名
へ
学
識
絶
嫉
老
）
　
の
十
名
で
構

成
さ
れ
、
任
期
は
五
年
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
当
選
証
書
と
香
喝
状
の
交
付
式
の

後
、
第
一
回
の
会
膿
が
行
な
わ
れ
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
評
価
‖
選
任

に
つ
い
て
器
膿
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
方
々
が
、
優
良
L
地
区
廊
竪

堀
薔
班
会
香
H
と
評
価
H
に
決
ま
り

ま
し
た
。

屋
良
土
地
区
翠
玉
理
審
鴨
会
委
t

O
伊
波
　
剛
氏
　
（
土
地
所
有
者
）

字
優
良
　
　
ヒ
二

〇
伊
波
孫
一
氏
　
（
　
　
ク
　
　
）

沖
縄
市
贈
屈
　
六
三
ノ
三

〇
宮
城
清
郎
氏
　
へ
　
　
ク
　
　
）

7
盛
事
約
　
二
九
丘
ノ
一

〇
津
波
古
清
栄
氏
（
　
　
ク

字
屋
良
　
　
六
L
二

○
久
高
林
夷
氏

万
∴
俺
良

○
伊
波
真
一
氏

字
尾
良

○
当
山
政
恒
氏

下
座
良

○
比
嘉
健
催
氏

小
．
ナ
轟
手
柄

○
兼
村
憲
昌
氏

宰
嘉
手
納

○
福
地
裕
幸
氏

7
水
釜

評
　
価
　
A

O
亮
璧
表
音
氏

字
着
手
納

〇
校
堂
忠
仁
氏

宰
高
手
納

○
仲
宗
根
正
幸
氏

宰
嘉
手
納

○
宮
城
蓬
栄
氏

7
優
良

○
津
義
山
正
弘
氏

7
嘉
手
納

（　　　ク六
ヒ
八
ノ
丘

（　　　ケ七
九（借

地
偵
音
）

六
四
四
ノ
」

へ
　
　
ク
　
　
）

一
円
＝
一
ノ

二
下
溝
経
験
者
）

丘
一
一
四

へ

　

　

ク

　

　

）

一
四
八
ノ
一

二
止

二
二
ノ
ー

二
二
四
ノ
八

一
〇
ヒ

二
七
二

ト
屋
島
土
地
区
画
整
理
書
♯

完
成
予
想
模
型
に
見
入
る

該
当
地
区
内
の
方
々

（
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
の

住
民
説
明
会
）
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国民健康保険の
被保険者証を切り換えましょう．′

行
政
懇
談
会
は
、
去
る
一
月
二
十

一
日
よ
り
二
卜
九
円
ま
で
、
午
後
七

時
よ
り
、
農
協
ホ
ー
ル
、
各
区
公
民

館
に
お
い
て
、
各
区
ご
と
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
町
行
政
を
進
め

て
い
く
う
え
で
「
み
お
と
し
が
な
か

っ
た
か
」
　
「
今
、
町
民
は
何
を
求
め

て
い
る
か
」
を
、
町
良
と
町
民
が
直

に
膝
を
交
え
話
し
合
い
、
そ
し
て
、

町
行
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

懇
談
会
は
、
ま
ず
区
自
治
会
良
の

あ
い
さ
つ
、
助
役
に
よ
る
町
当
局
の

出
席
烏
の
紹
介
、
町
長
あ
い
さ
つ
、

そ
し
て
、
約
一
時
間
半
の
懇
談
と
な

り
ま
し
た
。

町
行
政
に
対
し
、
町
民
の
方
々
か

ら
、
次
の
よ
う
な
意
妃
、
要
望
等
が

目
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
磋
を
と
じ

ま
し
た
。

て
、
車
庫
証
明
の
駆
れ
る
駐
車
均

と
し
て
整
備
、
折
衝
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

○
　
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
児
童
生
徒
の

○
　
警
察
苫
前
共
同
就
中
塀
に
つ
い
　
○∩■

学
校
区
に
つ
い
て
、
行
政
区
単
位

の
学
校
行
事
（
運
動
会
、
そ
の
他

）
　
に
お
い
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の

児
童
生
徒
及
び
父
兄
が
棉
神
的
負

担
と
な
っ
て
い
る
が
、
町
と
し
て

ど
う
対
処
し
て
い
く
か
。

教
育
委
8
会
の
中
型
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
は
乗
車
定
員
が
す
く
な
い

の
で
、
大
型
、
ハ
ス
を
購
入
し
て
も

ら
い
た
い
。

警
察
署
鹿
の
信
号
機
を
日
動
式

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

ね
た
っ
き
り
老
人
問
也
に
つ
い

て〔
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
目
に
つ

いて。墓
地
公
施
、
墓
地
用
地
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
は
ど
う
い
う
詔
両

を
も
っ
て
い
る
か
。

保
育
所
の
保
育
料
に
つ
い
て
。

中
央
公
民
館
の
開
放
に
つ
い
て

社
会
体
育
の
巾
で
、
各
ス
ボ
ー

ッ
グ
ラ
ブ
の
備
品
面
の
面
倒
を
み

て
も
ら
い
た
い
。

町
民
が
気
軽
に
利
而
で
き
る
、

体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
阜
く

作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

子
代
　
適
び
場
を
や
目
に
つ
く

ト
助
役
よ
り
当
局
側
の
紹
介

っ
て
も
ら
い
た
い
。

○
　
嬢
外
公
衆
便
所
の
設
置
l
こ
つ
い

O
　
雨
降
り
の
た
び
に
排
水
溝
が
つ

ま
る
が
、
何
と
か
を
ら
な
い
か
。

○
　
題
下
納
高
校
の
新
設
計
l
両
の
講

が
あ
る
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
っ

○
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
出
来
る
広
場

が
ほ
し
い
。

○
　
同
道
の
バ
ス
仲
に
持
ち
合
所
の

設
置
が
出
来
な
い
も
の
か
。

○
　
久
得
那
…
認
耕
作
地
で
の
キ
ビ
作

問
哩
に
つ
い
て
。

○
　
久
得
の
解
放
地
、
約
十
万
坪
の

土
地
利
用
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。



広報かでな

＼ 区別＼ �目標額 �実積額 �達成率 

東　区 �3㌧80㌔ �31．80d弓 �100　％ 

上　区 �20，600 �20．600 �IOO 

中　区 �19．000 �19，000 �tOO 

北　区 �25，000 �25．000 �100 

南　区 �26，400 �26．400 �100 

西　区 �22，600 �22．600 �100 

西浜区 �19，600 �19．690 �100．46 

屋島小 �32．090 �32，090 �100 

稟　小 �52．250 �52．250 �100 

稟　中 �43，000 �43．000 �100 

役　場 �45，060 �50，400 �lH．85 

計 �337，400 �342，830 �101．6 
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結
核
撲
滅
等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

結
核
予
防
シ
ー
ル
募
金

昭
和
丘
卜
四
年
度
、
結
柁
予
防
シ

ー
ル
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
　
訳

毎
年
絶
大
な
る
こ
協
力
を
う
H
、
あ

り
が
と
う
こ
き
い
ま
す
，

お
か
け
を
も
ち
ま
L
r
本
隼
度
の

張
食
運
勅
は
、
夫
的
印
・
．
叩
．
、
八

・
・
・
〇
日
二
〇
／
h
ハ
％
）
を
接
収
　
全

す
る
こ
と
が
ぐ
き
ま
し
た
」

郡
上
の
紙
相
撲
減
と
健
庚
保
持
の
　
募

た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑳
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

〇
　
二
日
卜
㌧
。
日
、
ハ
▼
r
嘉
手
納
．
二

八
番
地
ノ
囲
、
伸
し
小
根
正
成
群
へ

嘉
F
納
小
　
三
隼
）
　
よ
り
、
お
l
E

日
に
も
ら
っ
た
お
年
玉
、
丘
千
日

が
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
こ
寄
附

が
こ
き
い
ま
し
た
。

故
郷
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
…

知
人
・
友
人
に
広
報
を
送
り
ま
せ
ん
か

二
日
十
八
日
、
付
山
盛
信
氏
藍

綬
褒
章
受
章
祝
貨
会
の
剰
余
金
ヒ

二
、
二
．
〇
〇
一
日
」
が
、
発
起
人
代
表

よ
り
、
町
社
会
福
祉
協
譲
合
へ
こ

寄
附
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

故
郷
を
遠
く
離
れ
て
、
県
外
〈
外

周
も
含
む
）
　
で
生
活
を
し
て
い
る
粟

族
、
知
人
、
友
人
に
、
ふ
る
さ
と
か

ら
の
便
り
広
報
「
か
で
な
」
を
送
っ

て
あ
げ
た
■
）
い
か
が
で
し
ょ
う
か
ゥ

ご
希
望
の
方
は
、
電
話
、
葉
点
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
住
所
、
氏
名
、

郵
便
番
号
、
間
柄
を
記
入
の
上
、
町

役
賜
、
企
画
経
済
謙
二
広
報
係
）
　
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


